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:は じ め に

大豆は窒素を多量に必要とする作物であるが,基肥に無

機態窒素を多用すると根粒の着生と月巴大が抑えられ,しか

も地上部生育は過剰となって減収を招く。しかし,多収化

のためには多くの窒素を生育障害のでない濃度,又は窒素

形態で供給する必要がある。筆者らは1982年から '85年まで

4か鋼蹴 入リイ賊肥別の種類,施肥の深さ等を検討し,

くみあい尿素有機入り化成 S308の30"前後の混層施用が

増収上有効であることを認めた。ここでは1984～ 85年に実

施 したは場条件と品種反応について報告する。

2試 験 方 法

(1)試験ほ場 : 雄物川沖積.埴壌土 (鴨島統 ),1984年
は大豆連作 5年目畑,'85年は水回転作初年目畑。耕土はい

ずれも深いは場である。

●)試験区構成及び施肥法 : ①供試肥料名 :く みあい尿

素有機入り化成S808(有機60%,新魚粕,蒸製骨粉等 ),

対照肥料に大豆用の硫加燐安648を用いた。②施肥量と施

肥法 ;表 1の とおりで肥料の渇層はロータリー耕によった。

表 1 施1巴量と施肥の深さ

肥料名
施 肥 量 (tF/α ) 混層の深さ(″ )

製品量 N P206 K20 1984年 1985年

S808
648

05
0 25

05
0 75

25-30
25^´ 30

13)供試品種 : ライデン・ シロセンナリ・ スズユタカ。

“

)1区面積と区制 : 28～ 307, 3～ 4区制。

“

)耕種概要 : 播種期 :'84年 5月 28日 ,.85年 6月 5日 。

栽植密度;158本ん薇 70oll X 18伽 , 2粒 まき ),上壌改良

資材 ;.84年は苦土石灰,熔燐各 6,'85年 は置換性石灰30

0,苦±70,加理40,有効態燐酸20ッ /100夕 を目標として ,

不足分は過石38,塩加13,粒状硫酸苦±13″ /′ を施用

した。なお,改良資材は耕■15御改良に必要な量を施した。

3 試験結果及び考察

(1)有機入り化成肥料の施用と生育収量

〔
.84年の結果〕 8月 2日 の草丈はS808(く みあい尿

素有機入り化成S808)の 30cm混層施月 の場合 ,ラ イデン

は648(硫Jllle安 648,対照 )よ りやや短 く,一次分枝数は

ライデンとシロセンナリがやや多くなっている。地上部乾

物重は 3品種とも648に対比し89～ 99%と やや軽い。つま

りS808の 場合生育中期ごろまでは若千抑制ぎみとなって

いる。成熟期の主茎長は 3品種とも648よ り2～ 9 cR短 く,

一次分枝数もシロセンナリを除くとやや少ない傾向がみら

れる。葵数はライデンとシロセンナリは 6～ 16%増 加した

が,ス ズユタヵは逆に8%減 っている。一奏粒数には一定

の傾向はみられないが,百粒重はライデンだけ若干重くなっ

ている。収量はライデンとシロセンナリは 8～ 9%増収し

たが,ス ズユタカは6%減 った。増収したライデンとシロ

センナリは全重も重く,子実重率も高まっている。以上の

結果から大豆連作 5年目畑の有機入 り化成 S808の N05
″/`,30cR混層施用の場合は硫加燐安648の N025″
/α ,15"施用に比べ生育中期ごろまでは生育はやや抑え

られるが,後期生育は良好となってライデンとシロセンナ

リは着葵数を増やし,子実重率も高まって増収することが

認められた。

〔'85年 の結果〕 8月 6日 の地 上部乾物重はライデン

とスズユタカは648対比で85～97%と 軽いが,シ ロセンナ

リは逆に重くなっている。しかし,地止部最大期ごろにな

ると3品種とも草丈は長目で,乾物重はライデンとシロセ

ンナリは24～ 29%,ス ズユタカは4%それぞれ重く,生育

後期に良好となっている。成熟期の主茎長は S808では 3

品種とも4～ 6伽短いが,茎の太さは逆にライデンとシロ

センナリは 4～ 8回太く,が っしりした形態を示した。葵

数についてみるとライデンとシロセンナリ18～ 23%多 く,

ライデンは一奏粒数の増加もみられる。スズユタカは百粒

重が若千重いものの葵数は14%も 少なく,ラ イデン,シ ロ

センナリとは異なった傾向がみられる。収量はライデン・

シロセンナリは11～ 14%増収したが,ス ズユタカは 6%増
にすぎなかった。以上の結果,ラ イデンとシロセンナリは

S808施用で安定した収量が得られ,特 にライデンは転作

初年目畑という好条件もあるが538″ /α の多収となった

これは後期の生育良化と着美数増加が多収の大きな要因で ,

この傾向は'84年 の結果とも一致 している。

12)土壌窒素の消長

表4に示すとおりで土壌窒素は大豆生育畑の表±12勧ま

での深さをみたものであるが ,'34年 は S808の 場合施肥
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表2 乾物重の比較 (′ /″ )

区 番
験

度

試

年
供 試 肥 料 Ｏ

ｍ 種

調 査 I 調 査 I

地上部

乾物重

同 左
標 比
(%)

地上部

乾物重

左
比
＞

同
標

ぐ

1984 素

成

層
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化

混

い
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』

あ

入

３

み
機

８０８

く

有

Ｓ

ン

リ

カ
け一ズユタ

ラ

シ

ス

硫 加 燐 安
648 15“

用施

ン

リ

カ
″一一

ラ

シ

ス

７

８

，

１０

■

１２

1985 有

８
層
一

素

Ｓ
混
一

ン

リ

カ
け一一

ラ

シ

ス

安

“
層

燐

”

硫

６４
混

ラ イ デ  ン

シロセ ンナ リ
ス ズ ユ タ カ

区
主茎長

(昴 )

奏 数

(17″ )

報機⑪
百粒重

(夕 )

子実重

(″ /α )

左
比
ゆ

同
標

＜

21 5

256
253

398
374
28 5

362
045
316

109

108

90

100

100

100

20 3

253
25 3

7

8

9

10

11

12

2 43

2 07

1 94

l14

111

106

100

100

100

2 35

2 05

191

注  I:'84年 8月 2日 ,'85年 8月 6日
Ⅱ :ラ イデン9月 10日 , シロセンナリ13日

,

表 3 成熟期形態と収量

注 *:表 2に 同じ,以下表 4,表 5も 同様

表4 t壌窒素の消長
(NH4-N,N03~Nの 合計値.“/100′ )

窒素量からみると648に 比べ 2倍になっている。しか し,

混層の深さはS308が30αであるから同じことになる。 6

月26日の無機態窒素の調査では648よ り低 く現われ , 7月

26日のライデンの開花期近くなって若千高まっている。一

方, 85年 はS808が施肥窒素量は 2倍 ,混層の深さは同

一であるから調査位置の窒素量は 2倍 になるはずであ

るが,両肥料間の違いは僅少で,S808は 9月 2日 には若

千低目となっている。このようにS808は 施肥量を増 して

も無機態窒素濃度は高まっていない。

スズユタカ17日 調査

●)土壌の化学性

30釧への測言施用においては下層土壌が劣悪な場合は当

然大豆生育の悪化が予想される。しかし,表 5に示したよ

うに'84年 は置換性CaOが ,'85年 はK20がやや不足

しているほかはいずれも改良目標値に近い。このように土

壌の化学性をまず良好にしておくことが前提と思われる。

表 5 土壌の化学性 (あ と地土壌 )

区

pH CEC

(憫ab″ )

置換性塩彗 (ヮ′100タ 塩 よ
飽和度

(1)

有効筵
P,0,

H20 Kcl CaO MgO K10
１

４

，

Ю

”

３８

Ｐ

”

`0`584
80 4

832

208
180

26 3

4 ま

有機入り化成の30御混層施用効果をほ場条件,1,品種別

に検討して次の結果を得た。

1)く みあい尿素有機入り化成 S808(N05″ /α 相

当量 )の 30cB混層施用は生育中期ごろまでは生育をやや抑

制するが,後期生育は良好となった。また,着葵数が明ら

かに増加 し,それが増収の主要因とみられた。

21 増収性は品種によって異なり,中生種のライデンは

増収率大きく,連作 5年目畑で ,%(収量3,3″ ),転作

初年目畑では14%(収量53,8″ )増収 した。しか し,晩

生種のスズユタカに対する効果は明らかでなかった。

31 S808は窒素施用量を増やしても土壌の無機態窒素

濃度は比較的低い。この窒素の無機化はライデンの養分吸

収パターンによく一致したものとみられるが,今後更に検

討が必要である。

0 30m混層施肥は耕土の深い畑で,しかも,上壌改良

を前提に有効と思われる。
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区番 6月 26日
7月
25 26日 8月 28日 9月 2日

１

４

７

‐０

‐３

０９

一
　

一

0 '7

0 58

1 26

121

２８

６９

二

．

８７

‐２


